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　数多くの著作があり、代表作として、『ラモーと和声の力 Rameau et le pouvoir de 
l'harmonie』（2007）がある。また、数多くのラモーのオペラに関する論文を執筆している。
彼女はまた、Nicole Wild と共著で、『オペラ＝コミックへのまなざし、劇場生活の 3世紀
Regards sur l'opéra-comique, Trois siècles de vie théâtrale』（2002）を刊行している。
130 mixed muses no.12
〔講演概要〕
ラモーが政治とどのような関係を持っていたかを識別するのは難しい。ラモーが「王の作曲家」




































国々の第４幕は、1736 年 3月 10 日に付け加えられた。それは、戦いが終わって、1735 年 11
月 5日に休戦が署名されたすぐあとのことだった。オペラのなかの国はすべて、実際に戦争中
であり、ヨーロッパの政治的状況と、アメリカに置き換えられたフランスとスペインの勝利など、
いくつかの解釈が可能である。もうひとつの解釈は、ネイティヴアメリカンのフィルターを通し
たものである。平和のキセルの儀式は、ヨーロッパの平和の置き換えである。
オペラにおける政治的なサブテクストを解明することは非常にエキサイティングである。しか
し、オペラの役割は、ひとつのアイデアを表明することだけではない。いろいろなレヴェルの解
釈を可能にし、それゆえ聴衆は解読の遊びを楽しめる。
